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葉山町役場　〒240－0192　葉山町堀内2135　☎046－876－1111（代）　 046－876－1717（代）

日本防災士会葉山町支部誕生

近代美術館 葉山　からのお知らせ
新しい神話がはじまる。 古賀春江の全
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世帯 男 女 計
木古庭 670 782 830 1,612
上山口 870 989 1,079 2,068
下山口 1,178 1,396 1,472 2,868
一　色 3,831 4,389 4,901 9,290
堀　内 3,768 4,206 4,721 8,927
長　柄 3,676 4,166 4,636 8,802
合　計 13,993 15,928 17,639 33,567

再生紙を使用しています

世帯と人口

8月の気温

ホームページ

トーク・イン・ハヤマ

（平成22年 9 月 1 日現在）

最高気温　　35.1度（ 8月17日）
最低気温　　22.9度（ 8月 9日）
平均気温　　27.6度
平均湿度　　89.7％
月雨量　　　65.5ｍｍ
瞬間最大風速
南　　　　　21.2ｍ／ｓ（ 8月12日）

（消防気象月報より）

http://www.town.hayama.lg.jp/

町からのお知らせや話題などをお届けする
行政情報番組　湘南ビーチＦＭ（78.9MHz）
毎週月・水・金曜日　10時15分～10時30分（15分間）

前月比　世帯　10世帯増　人口18人増（住民基本台帳から） 広報  10月号 
平成22年（2010年）10月 1 日発行

編集発行：企画調整課
葉山町役場

〒240－0192　神奈川県三浦郡葉山町堀内2135
☎046－876－1111（代）

期間　11月23日（火祝）まで
休館日　月曜日（祝日は開館）、祝日の翌日
開館時間　 9時30分～17時（入場は16時30分まで）
観覧料　一般1,100円、20歳未満と学生950円、65歳以上550
円、高校生100円　中学生以下、障害者手帳を持っている人
は無料。
　今回の「古賀春江の全
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」展は、神奈川県立近代美術館
では1953年の「小出楢重、古賀春江展」
以来となる57年ぶりの回顧展です。
代表作《海》（東京国立近代美術館蔵）
をはじめ、生前の古賀と親交のあっ
た川端康成が旧蔵していた作品《煙
火》など、油彩約60点、水彩約60点、
スケッチなどの資料約60点で彼の生
涯と芸術を紹介します。水彩、スケッ
チなどは、半期ずつの展示となりま
す。（前期／10月17日（日）まで、後期
／10月19日（火）～11月23日（土））
■講演会
　11月 6 日（土）13時30分～15時30分
　「古賀春江の超現実主義絵画」
講師　速水豊（兵庫県立美術館学芸員）
定員　先着70人（要申込み）、無料。
　 住所、氏名、電話・ファックス、メールアドレスを記入し、
ファックス（875－2968）かメール（public@moma.
pref.kanagawa.jp）で申込み。

■担当学芸員によるギャラリー・トーク
　 10月2日（土）、10月9日（土）　14時　申込み不要、無料（要観覧券）

■ 11月 3 日（水・祝）は葉山館無料招待日。葉山館の展覧会
をどなたでも無料でご観覧いただけます。

【県立機関活用講座】
　今回のテーマは日本近代史と「戦争」です。近代日本の歴
史は「戦争」の影の下にありました。そうした時代の中で、人々
はどのような心情を抱き、どのようなかたちにその記憶を刻
んだのでしょうか。今私たちはそこから何を学ぶことができ
るのでしょうか。「戦争」に対
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したひとびとの「こころ」
と「かたち」を、歴史、美術、文学、思想、大衆文化、国際
関係などさまざまな視点から、気鋭の学者、研究者たちが論
じます。（第 1回は終了しました。）
第 2 回　10月17日（日）「デモクラシーと戦争のあいだで̶1920
年代から30年代へ」成田龍一（日本女子大学教授）
第 3 回　10月31日（日）「総動員体制と〈ファスト社会〉̶メ
ディアにおける戦中と戦後の連続性から考える」佐藤卓己
（京都大学准教授）
第 4 回　11月21日（日）「上海と東京̶中日の美術の架け橋」
呉孟晋（京都国立博物館研究員）
第 5 回　12月12日（日）「反戦の文学、映画は本当に存在する
のか」ロジャー・パルバース（東京工業大学教授）
時間　各回13時30分～15時30分
費用　各回1,000円
定員　各回70人（要申込み、定員を超えた場合は抽せん）
申 込み　受講希望の回、住所、氏名、電話・ファックス、メー
ルアドレスを記入し、ファックス（875－2574）、メール
（public@moma.pref.kanagawa.jp）、往復はがきのいず
れかで申込み。※締切は各開催日の10日前。
問合せ　一色2208－ 1 　☎875－2800　  875－2968

古賀春江《素朴な月夜》
1929年　油彩、カンヴァス
石橋財団石橋美術館蔵

　 9 月 1日の防災の日に、葉山町に日本防災士会葉山
町支部が誕生しました。葉山町支部は、神奈川県内では、
秦野市支部、湘南支部、横浜市支部に次いで 4番目の
支部となります。防災士会は、防災士相互の協力促進、
技術研さん、情報提供を目的としています。防災士は、
社会の様々な場で減災と社会の防災力向上のための意
識、知識、技能を有すると、ＮＰＯ日本防災士機構が
認めた人であり、地域の自助、共助のリーダーとなる
ことが期待されています。（右の活動写真はイメージで
す。日本防災士会発行パンフレット「防災士」より。）

▲支部活動（防災啓発）

▲研修（ロープワーク）


